（定例・個人）定例　　　　　　　　　　　（報告　　　阿部鍼一　　）

	山（山域・ルート）飯豊連峰：朳差岳


【日時】Ｈ１７年　８月　８日（月）～　８月１０日（水）（　２泊３日）　
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　　　　　　　朳差岳山頂にて


【メンバー】ＣＬ阿部、飯田

　　　　　浜野、竹ノ内、平野


（計　５名）

【行動記録】

８／８：大宮（１４：００）＝東松山ＩＣ（１

５：２５＝越後川口ＳＡ（１７：０５～

１７：２５）＝中条ＩＣ（１８：４０）

＝胎内ヒュッテＰ（２０：１０）

８／９：胎内ヒュッテ（５：３０）→足の松尾

尾根取付（６：２５～６：３５）→姫子

の峰（７：４５）→英三の峰（８：３０

～８：４０）→滝見場（８：５０）→水場分岐（９：４０（水くみ９：５０～１０：１０）～

１０：３０）→大石山山頂分岐（１２：３５～１２：４５）→鉾立峰（１３：５０～１４：０

０）→朳差岳避難小屋（１４：４０～１４：５５）→朳差岳（１５：００）

８／１０：朳差岳避難小屋（６：００）→鉾立峰（６：３０）→大石山山頂分岐（７：１５～７：２

５）→水場分岐（８：１０～８：２０）→英三の峰（９：２０～９：２５）→姫子の峰（

９：５０）→足の松尾尾根取付（１０：５０～１１：００）→胎内ヒュッテＰ（１１：５０

～１２：１５）＝　国民宿舎胎内パークにて入浴他（１２：３０～１３：５０）＝　道の駅

胎内にて食事（１４：２０～１５：３５）＝　中条ＩＣ（１５：５０）＝　塩沢石打ＩＣ

（１７：４５～１７：５５）＝　東松山ＩＣ（１９：０８）＝　大宮（２０：４０）

　　　　　　　　　　　　　　　　　

【感想】
　８月９日の夜が明けた。テントから這い出して空を見上げる。暗い！行く手の山の上はどんよりとした雲に覆われている。夕べのあの降るような星空は何だったのだろう。久しぶりに見た天の川と白鳥座。突然流星がよぎり近くの山陰に消える。短い時間に４つも見た。４つというのは縁起のいい数ではないが？５つめがどうしても現れず、皆が寝静まった後も強情に空を見上げていたが、とうとう諦め寝袋に入った。

＊＊山の天気は変わりやすい。初めて登る山。しかも上には無人小屋しかない。１３００ｍの標高差。水場もおぼつかない。なんでこんな山に来る気になったのか。そんな思いがチラリ頭をよぎるすっきりしない朝だった。周りを見てもウキウキした顔つきの人は誰もいなかった？

　手早く朝食をすませ５時３０分に出発する。足の松尾尾根取付までは、胎内川沿いの広い林道を行くが、途中ブヨというのかメジロ？というのか、虫の大群にしつこくつきまとわれ、出だしから災難に遭遇してしまった。

　登山口である足の松尾尾根取付は、一寸した広場になっていて朝と夕方２回バスが入るような掲示があった。もちろん不定期だと思うが。

　登山道に入ると１０分も歩かないうちにフィックスロープが張られた急登になる。会話は途切れ、皆黙々と登り始める。以後急登の連続。しかも暑い。標高が奥武蔵並みに低いせいだろう。「姫子の峰」という標識のあるピークで一息入れ、写真など撮る。さらに急登は続き「英三の峰」らしきピークを過ぎると両側がすっぱり切れ落ちた岩稜に遭遇する。一カ所、幅１ｍ長さ３ｍほどだが危険な箇所があり慎重に通過する。

左の沢向こうに綺麗な滝の見える「滝見場」をすぎ、やがてようやく水場分岐にたどり着く。ここの標高は約１０００ｍほど。尾根に取り付いてから３時間たったが、まだ３分の１しか登っていない。とりあえず水を汲みに行くことにする。途中アルミ製の梯子もかかっている急な小沢を５分ほど下る。高度差にして８０ｍほどか？冷たい水を得、皆ホッと一息入れることができた。稜線まで戻るのに１５分。

ここから大石山山頂まで苦しい急登が続いた。水平距離は１ｋｍほどなのに高度差は６００ｍある。。時々雲間から夏の陽が差すが、登山道は丈の低い木ばかりが生えているので遮ることができず暑さで体力を消耗する。３０分から４０分間隔で休憩を取ることにするが会話は弾まず疲れで眠くなる者も出るくらいだった。

気力を振り絞って進むうち、ようやく大石山山頂に到着した。ここは主稜線！涼風が頬に当たって快い。皆の顔が笑顔に変わる。右手には頼母木小屋への稜線が綺麗に続いている。左の鉾立峰方面に向かう。ここからの稜線には高山植物が咲き乱れていた。タカネマツムシソウ、イブキトラノオ、ヒメサユリ、ヨツバシオガマ、ニッコウキスゲ、クルマユリなどまだまだ名前の分からない花々が群をなして咲いていた。Ｉさんは、自慢のカメラのシャッターを押しっぱなし。

鉾立峰の登りからは高山植物も余り見られず最後の苦しいアップダウンのすえついに朳差岳避難小屋に到着した。重荷を背負って、ヒュッテから９時間半の強行軍だった。小屋には誰もいなかった。新しく立派な２階建てで床は綺麗な板張りである。１階を占領する。皆一気に開放感に達したのか頂上に行く者、水場に水を探しに行く者、小屋で横になる者、それぞれ三々五々散っていった。水場は枯れて水を得ることはできなかったが担ぎ上げた水で何とか凌ぐことにする。

朳差岳山頂はここからほんの５分ほど。日本海こそ見えなかったが、そこそこ展望が得られた。その日の夕食は、野菜豊富な麻婆ハルサメとアルファ米の共同食。個人で提供してくれたＨさんのお新香やＨＬさんの梨など思いもよるような美味しいものが飛び出しアルコールも入って話が弾む。特にＩさんとＨさんのボルテージが上がっていたような？？そうそう、後から２人の女性のパーティが来て２階に上がっていったっけ＊＊。

８月１０日は、夜中から降り出した激しい雨が朝になっても止まず、予想外の悪天に昨夜の酔いも一気に醒める。幸い雷は鳴ってないようなので雨脚が一時的に少し弱まったところで外に飛び出す。下りは速いこと！あっという間に大石山山頂に到着。その後も雨が降り続く山から逃げるように下り、小屋から５時間ほどで足の松尾尾根取付に下山することができた。　　　　完

